「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　東部会場　Ｄ　　
対象（時間）：中学生の保護者　保護者会　１クラス30人　　　　　　　　　　　　　（　50　分程度）

【ねらい】子どもの携帯電話利用実態について話し合い，どうすれば子どもが携帯電話と上手に付き合うことができるかを考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：ワークシート，アンケート用紙，（必要に応じて，模造紙，付箋紙，フェルトペン（裏写りしないもの）など）
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	：

(３分)


	○主催者あいさつ

ファシリテーター自己紹介
	○教職員，ＰＴＡ代表あいさつ


	

	：

(３分)
	○主旨・ルール説明


	
	

	：

(９分)

　　
　　
	アイスブレイク（雰囲気づくり）

	　

○６人（１グループ）ぐらいになるようにグループ分けをする。
○ペアになってコミュニケーションのアイスブレイク（うまくいく，うまくいかない）。

	

	：

（７分）
　　

　　
	○タイトル，ねらいを読む

＜エピソードを読んで考えましょう＞

○配役を決めて音読する。

　　　　　　　　　　　　(２分)

○設問①，②を考える。

　　　　　　　　　　　　(５分)
	　　　　　　　　　　
○しっかり話を深めていただきましょう。

	

	：

（10分）
　　

	＜ケータイの利用実態について考えましょう＞

○設問①，②で考えたことを話し　

合いましょう。
(10分)


	○三つの約束を伝える。

	

	：

（11分）

	＜家庭内での約束やルールについて考えましょう＞

○まず各自で書く。
(１分)
○書いたことを出し合う。
(10分)


	
	

	：

（５分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ファシリテーターのまとめ

　　　　　　　　　　　　(５分)
	
	

	
	○終了，片付け

○アンケートの記入
	
	

	〈メモ〉





教材番号「26」：「ケータイ！ウチではどうする？！～考えてみて，わが家流のつき合い方～」














